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第２章 神奈川県の健康に関する現状 

１ 人口動態等 

（１） 人口 

ア 人口の推移 

○ 県の人口は、ゆるやかな増加傾向にあり、平成 29 年は、914 万人となってい

ます。 

○ 本計画策定時の平成 25 年に比べ、平成 29 年は、およそ 7 万 5 千人増加して

います。 

○ 平成 26 年には、死亡数が出生数を上回り自然減となりました。 

 

 

  

（出典：神奈川県人口統計調査報告 各年１月１日） 
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イ 将来推計 

○ 県の将来人口推計では、総人口は 2060 年には 759.7 万人になると見込んで

います。また、年少人口（0～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）が減少し、

65 歳以上の老年人口は増加すると推計しています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）  高齢化率 

○ 県の高齢化率（65 歳以上の人口の占める割合）は、年々高くなり、平成 27 年

は 23.9％と国勢調査開始以来、最大となっています。 

   ○ また、県の人口推計では 2025 年には、27.0％程度に達すると見込んでいま

す。現時点では全国に比べて、高齢化率は低いものの、団塊の世代、高度成長

期に県に転入してきた世代の高齢化が進行するため、今後、全国を上回るスピ

ードで超高齢社会が進展することが予測されています。 
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実績 推計 
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（66.6%） 

119 万人 
（13.2%） 
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※2010 年までの実績値は国勢調査結果。 
※年齢３区分別の割合は、年齢不詳を除いて算出している。 

（県政策局作成資料を一部改変） 

（出典：国勢調査） 
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（３）  平均寿命 

ア 県 

○ 平成 27 年の県の男性の平均寿命は 81.32 年、女性は 87.24 年です。男女の平

均寿命は、5.92 年の差があります。 

○ 平均寿命は、男性・女性ともに全国より長くなっています。 

 

  

（出典：神奈川県衛生統計年報） 
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イ 市町村 

○ 平成 22 年の市町村別の平均寿命は、男性は茅ヶ崎市 81.2 年、女性は開成町

88.1 年が一番長くなっています。 

○ 市町村の最長と最短の差をみると男性が 2.1 年、女性が 2.5 年の差となって

います。 

  

（出典：厚生労働省 平成 22 年市区町村別生命表） 
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（４）  死亡 

ア 死亡数 

(ア) 主要死因別死亡者数 

○ 平成 28 年の県の主要死因別死亡者数では、悪性新生物（がん）が最も多 

く、次いで心疾患、脳血管疾患の順となっています。 

○ 本計画策定時の平成 25 年と比べると、平成 28 年は、悪性新生物が 886 人 

増加、心疾患が 661 人増加、脳血管疾患が 242 人減少しています。 

 

(イ) 悪性新生物の部位別死亡数 

○ 平成 28 年の県の部位別死亡数では、その他を除くと、気管・気管支・肺が 

最も多く、次いで胃、膵臓、肝臓の順となっています。 

 

 

 

 

  

（出典：神奈川県衛生統計年報） 

（出典：神奈川県衛生統計年報） 
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(ウ) 心疾患の疾病別死亡数 

    ○ 平成 28 年の県の疾病別死亡数は、その他（心不全、弁膜症、心筋症）が最 

も多く、次いで、虚血性心疾患、慢性リウマチ性心疾患の順となっています。 

    ○ 本計画策定時の平成 25 年と比べると、平成 28 年は、その他が 710 人増加、 

虚血性心疾患が 41 人減少しています。 

 

(エ) 脳血管疾患の疾病別死亡数 

○ 平成 28 年の県の脳血管疾患の疾病別では、脳梗塞が最も多く、次いで、脳

内出血、その他の順となっています。 

○ 本計画策定時の平成 25 年と比べると、平成 28 年は、脳梗塞が 331 人減少、 

脳内出血が 180 人減少しています。 

  

（出典：神奈川県衛生統計年報） 

（出典：神奈川県衛生統計年報） 
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（出典：神奈川県衛生統計年報） 
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(オ) 慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ） 

○ 県の慢性閉塞性肺疾患の死亡総数は、平成 22 年をピークに減少傾向にあり

ます。 

○ 本計画策定時の平成 25 年と比べると、平成 28 年は、40 人減少していま 

す。 

 

イ 年齢調整死亡率 

(ア) 悪性新生物   

○  県の悪性新生物の年齢調整死亡率の経年変化を見ると、男女とも全国と同 

様の傾向となっています。男性は平成７年、女性は昭和 55 年が最高値でその

後は減少しています。 

 

  

※慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）：主に長期の喫煙によってもたらされる肺の炎症性疾患で、咳・痰・

息切れを主訴として、緩徐に呼吸障害が進行する。主に肺気腫・慢性気管支炎が含まれる。 

※年齢調整死亡率：年齢構成が著しく異なる人口集団の間での死亡率や、特定の年齢層に偏在す

る死因別死亡率などについて、その年齢構成の差を取り除いて比較する場合に用いる。 

（出典：人口動態統計特殊報告） 
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（出典：神奈川県衛生統計年報） 
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(イ) 心疾患 

○ 県の心疾患の年齢調整死亡率の経年変化を見ると、男女とも全国と同様の

傾向となっています。 

○ 男性・女性とも全国より低くなっています。 

 

 

(ウ) 虚血性心疾患 

 ○ 県の虚血性心疾患の年齢調整死亡率の経年変化を見ると、平成 12 年まで

は男女とも全国より高くなっていましたが、平成 17 年以降は男女とも全国

より低くなっています。  
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175.0
心疾患の年齢調整死亡率（人口10万対）（神奈川県・全国）

（出典：人口動態統計特殊報告） 
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平成17年
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平成22年
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平成27年

(2015年)

男性 神奈川県 74.9 61.3 58.6 63.0 46.8 38.5 33.9 27.3 

男性 全国 65.5 54.7 46.3 57.1 45.0 42.2 36.9 31.3 

女性 神奈川県 43.4 37.0 31.2 32.6 21.9 17.2 12.7 8.7 

女性 全国 37.4 30.9 25.6 29.9 21.7 18.6 15.3 11.8 
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25.0
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75.0

100.0

虚血性心疾患の年齢調整死亡率(人口10万対）（神奈川県・全国）

（出典：人口動態統計特殊報告） 
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(エ) 脳血管疾患 

○ 県の脳血管疾患の年齢調整死亡率の経年変化を見ると、男女とも全国と同様

の傾向となっています。 

○ 平成 17 年以降は、男女とも全国より低くなっています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

ウ 75 歳未満悪性新生物年齢調整死亡率 

   ○ 平成 27 年の県の男性の部位別では、気管・気管支及び肺の死亡率が最も高く、

次いで、大腸、胃の順となっています。計画策定時の平成 25 年以降をみると、

気管・気管支及び肺は横ばいに推移しています。胃は平成 26 年に大腸を下回り

減少傾向が続いています。 

   ○ 平成 27 年の県の女性の部位別では、乳房が最も多く、次いで、大腸、気管・

気管支及び肺の順となっています。 

昭和55年

(1980年)

昭和60年

(1985年)

平成2年

(1990年)

平成7年

(1995年)

平成12年

(2000年)

平成17年

(2005年)

平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

男性 神奈川県 189.1 127.0 92.5 94.8 71.2 58.9 45.6 36.6 

男性 全国 202.0 134.0 97.9 99.3 74.2 61.9 49.5 37.8 

女性 神奈川県 132.9 92.6 65.7 64.6 48.1 33.9 26.0 19.0 

女性 全国 140.9 95.3 68.6 64.0 45.7 36.1 26.9 21.0 
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100.0

150.0

200.0

250.0

脳血管疾患の年齢調整死亡率(人口10万対)（神奈川県・全国）

（出典：人口動態統計特殊報告） 
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（出典：人口動態統計） 
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２ 健康寿命 

○ 平成 28 年の県の男性の平均寿命及び健康寿命は、ともに全国より長くなってい

ますが、女性は、平均寿命は長くなっていますが、健康寿命は短くなっています。 

○ 県の健康寿命は、平成 22 年から 28年にかけて、男性 1.40 年、女性 0.27 年延

伸しています。男女とも全国に比べ延伸年数は短くなっています。 

○ 県の平均寿命は、平成 22 年から 28年にかけて、男性 1.28 年、女性 0.72 年延

伸しており、全国に比べ延伸年数は、男女ともに短くなっています。 

○ 県の男性は、平均寿命の延伸の増加分を上回る健康寿命の延伸が図られました

が、女性は図られませんでした。つまり、県の平均寿命と健康寿命の差＝日常生

活に制限のある期間は、平成 22 年に比べ平成 28年は、男性は 0.12 年短くなって

いますが、女性は 0.45 年長くなっています。 

 

 

       単位：年 

区分 H22 H25 H28 
延伸 

（H22 と H28 の差） 

神奈川県 

男性 

平均寿命 80.36  80.89  81.64 1.28 

健康寿命 70.90  71.57  72.30 1.40 

差 9.46  9.32  9.34 -0.12 

女性 

平均寿命 86.74  87.09  87.46 0.72 

健康寿命 74.36  74.75  74.63 0.27 

差 12.38  12.34  12.83 0.45 

全国 

男性 

平均寿命 79.64  80.20  80.98 1.34 

健康寿命 70.42  71.19  72.14 1.72 

差 9.22  9.01  8.84 -0.38 

女性 

平均寿命 86.39  86.61  87.14 0.75 

健康寿命 73.62  74.21  74.79 1.17 

差 12.77  12.40  12.35 -0.42 

 

 

 

 ＊ここで使用している平成 22 年の平均寿命は、「簡易生命表」による算出（０歳の平

均余命）、平成 25 年と 28 年の平均寿命は、それぞれの年の「日常生活に制限のな

い期間の平均」と「日常生活に制限のある期間の平均」の合計で算出しています。 

※健康寿命：健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと。 

      厚生労働科学研究における都道府県の健康寿命は、国民生活基礎調査と

生命表を基礎情報として算定している。 

（出典：平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金による「健康寿命における将来予

測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」） 

平均寿命と健康寿命（神奈川県・全国） 
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３ 罹患率 

（１）  がん 

ア がん罹患数 

   ○ 県の総人口は、昭和 52 年と平成 25 年を比較すると、伸び率は 1.39 倍となっ

ています。これに対し、がん罹患数は昭和 52 年 7,967 人、平成 25 年 56,626 人

であり、伸び率は 7.11 倍となっています。 

 

イ 部位別年齢調整罹患率（人口 10 万対）の推移 

   ○ 県の人口 10 万人当たりのがんの罹患率は、男性は平成 23 年以降横ばいであ

り、女性は増加傾向にあります。 

   ○ 男女とも、胃と肺は横ばいであり、大腸は増加傾向です。また、女性は乳房 

が増加傾向、子宮は緩やかな増加傾向となっています。  

  

（出典：「神奈川県悪性新生物登録事業年報」より作成） 

神奈川県の年齢調整罹患率（人口 10 万対）の推移 

（出典：「神奈川県悪性新生物登録事業年報」及び「神奈川県の人口と世帯」より作成） 
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7,967人

（出典：「神奈川県悪性新生物登録事業年報」及び「神奈川県の人口と世帯」より作成） 

56,626 人 

※大腸＝直腸、結腸及び肛門 
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（２）  循環器疾患 

   ○ 県の循環器疾患の総患者数は、平成 26 年では、高血圧性疾患が最も多く、平

成 14、17 年には減少したものの、平成 20 年以降は増加傾向となっています。 

 

 

 

（３）  糖尿病 

   ○ 県の糖尿病の総患者数は、平成 23 年は 210 千人、平成 26 年は 196 千人とな

っており、平成 20 年以前より高い水準で推移しています。 
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（出典：患者調査  ※総患者数（患者住所地）） 
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（出典：患者調査  ※総患者数（患者住所地）） 
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（４）  慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ） 

   ○ 県の慢性閉塞性肺疾患の総患者数は、平成８年から 20 年までは横ばいで推

移し、平成 23 年に減少しましたが、平成 26 年には、増加しています。 

 

 

（５）  慢性腎不全 

  ○ 県の慢性腎不全の患者数は、13～28 千人の間で推移しています。 

  ○ 県の新規透析導入患者数のうち、41％～46％が糖尿病腎症によるものとなっ 

ています。 

 

慢性腎不全患者数の推移 (単位:千人)（神奈川県・全国） 

  
平成 14 年 

(2002 年) 

平成 17 年 

(2005 年) 

平成 20 年 

(2008 年) 

平成 23 年 

(2011 年) 

平成 26 年 

(2014 年) 

神奈川県 13 18 15 28 21 

全 国 223 257 331 343 296 

 

糖尿病腎症による新規透析導入患者数(神奈川県) 人数(％) 

  
平成 22 年 

(2010 年) 

平成 23 年 

(2011 年) 

平成 24 年 

(2012 年) 

平成 25 年 

(2013 年) 

平成 26 年 

(2014 年) 

平成 27 年 

(2015 年) 

透析患者数 
18,258 

(100.0％) 

18,621 

(100.0％) 

18,881 

(100.0％) 

19,149 

(100.0％) 

19,993 

(100.0％) 

20,454 

(100.0％) 

新規透析導入 
患者数 

2,125 
(11.6％) 

2,222 
(11.9%) 

2,112 
(11.2%) 

2,265 
(11.8%) 

2,290 
(11.5%) 

2,354 
(11.5%) 

糖尿病腎症に
よる新規透析
導入患者数 

959 
(45.1％) 

986 
(44.4%) 

937 
(44.4%) 

960 
(42.4%) 

957 
(41.8%) 

1,007 
(42.8%) 

 

  
（出典：（社）日本透析医学会統計調査委員会） 
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４ こころの健康 

（１）  自殺者数 

○ 県の自殺者数は、平成 21 年の 1,908 人をピークに減少傾向となっていま

す。 

○ 男女比は、概ね男性 7 対女性 3 となっています。40 歳代男性の自殺者数が 

最も多くなっています。 
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（２）  気分障害（躁うつ病を含む）患者数 

  ○ 県の気分障害の総患者数は、平成 17 年に急増して以降、平成 26 年まで増減

を繰り返しています。 

 

 

 

５ 次世代の健康 

（１）  出生数 

○ 県の出生数は、近年、減少傾向で推移しています。 

○ 本計画策定時の平成 25 年以降の出生率（人口千対）をみると、7.9～8.3％

の間で推移しています。 
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（２）  低出生体重児の出生割合 

   ○ 県の低出生体重児の出生数は、平成 22 年まで増加していましたが、平成 27

年は平成 22 年と比較して 566 人減少しています。 

○ 平成 17 年からの出生割合は、9.4～9.6％の間で推移しており、以前よりも高

くなっています。 

 
 

６ 高齢者の健康 

（１）  介護保険サービス利用者数 

○ 県の介護保険サービス利用者は、増加していますが、平成 28 年の居宅（介護

予防）サービスは、平成 27 年に比べて減少しています。本計画策定時の平成 25

年と比べると、平成 28 年は、施設サービスが 2,901 人、居宅（介護予防）サー

ビスが 15,958 人増加しています。 
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（出典：神奈川県衛生統計年報） 
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施設サービス 38,235 39,825 40,838 42,273 43,801 45,544 47,571 48,896 49,970 51,180 51,797

地域密着型（介護予防）サービス 7,512 9,562 11,298 13,032 14,357 16,109 18,177 20,396 21,813 23,322 42,763

居宅（介護予防）サービス 140,527 145,650 153,523 160,868 169,531 180,295 192,982 205,848 218,058 230,090 221,806
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神奈川県の介護保険サービス利用者数の推移（各年9月実績）
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（２）  要介護認定者の内訳 

○ 県の要介護（要支援）認定者は、増加傾向となっています。 

○ 介護度別にみると、要介護２が最も多く（平成 18 年を除く）、次いで、要介護１

の順（平成 20 年、21 年を除く）となっています。 

 
 

７ 医療費 

（１）  医療費 

○ 県の概算医療費の総計は増加しています。平成28年の調剤は、全国と同様に、

平成 27 年に比べて減少となっています。 

平成18年

(2006年)

平成19年

(2007年)

平成20年

(2008年)

平成21年

(2009年)

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

要支援１ 15,202 23,376 24,413 27,019 31,054 33,313 35,517 39,591 43,439 45,460 45,858

要支援２ 16,679 33,124 37,274 37,523 35,998 37,852 41,067 44,916 46,602 49,133 50,290

要介護１ 61,633 40,472 36,882 40,439 46,152 50,538 55,344 59,752 63,934 67,877 70,734

要介護２ 39,498 46,488 48,919 49,907 52,445 56,675 60,203 64,130 66,624 69,723 72,607

要介護３ 33,327 38,627 41,574 41,146 39,588 39,953 41,713 43,985 46,103 48,070 50,117

要介護４ 28,547 30,853 32,380 33,915 35,195 36,392 38,149 40,718 42,137 43,759 44,929

要介護５ 26,245 28,073 28,561 30,204 32,551 34,340 34,974 35,691 35,826 36,235 36,111

10,000
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30,000

40,000

50,000

60,000
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80,000
(人数) (各年9月分)神奈川県介護度別要介護(要支援)認定者数

（出典：介護保険事業状況報告） 

総計 医科計 医科入院
医科入院

外
歯科 調剤

訪問看護

療養

平成21年(2009年) 20,766 14,707 7,245 7,462 1,735 4,287 37

平成22年(2010年) 21,749 15,460 7,785 7,675 1,762 4,485 41

平成23年(2011年) 22,582 15,913 8,046 7,867 1,815 4,808 46

平成24年(2012年) 23,202 16,443 8,361 8,082 1,847 4,858 54

平成25年(2013年) 23,810 16,770 8,514 8,256 1,875 5,104 61

平成26年(2014年) 24,385 17,151 8,705 8,446 1,949 5,211 75

平成27年(2015年) 25,433 17,652 8,903 8,749 1,993 5,699 90

平成28年(2016年) 25,457 17,881 9,051 8,830 2,029 5,440 107

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

(億円) 神奈川県の概算医療費総額

（出典：医療費動向調査） 
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（２）  国民健康保険における主な医療費 

ア 疾病別医療費 

○ 国民健康保険の疾病別医療費は、循環器系が最も高く、次いで、新生物の 

順となっています。 

総計 医科計 医科入院 医科入院外 歯科 調剤
訪問看護療

養

平成21年(2009年) 352,501 267,615 140,324 127,291 25,473 58,695 719

平成22年(2010年) 366,178 278,630 149,030 129,600 25,923 60,822 803

平成23年(2011年) 377,666 284,599 152,096 132,503 26,587 65,601 880

平成24年(2012年) 384,074 289,646 155,824 133,823 26,950 66,431 1,047

平成25年(2013年) 392,556 293,806 157,774 136,032 27,174 70,380 1,196

平成26年(2014年) 399,556 298,220 160,450 137,770 27,951 71,987 1,398

平成27年(2015年) 414,627 305,912 163,573 142,340 28,329 78,746 1,639

平成28年(2016年) 412,865 307,243 165,444 141,799 28,746 74,953 1,923

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

(億円) 全国の概算医療費総額

（出典：医療費動向調査） 
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（出典：神奈川県国民健康保険団体連合会国保データベース（KDB）システム。各年5月）
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イ 主な生活習慣病の年代別構成比 

○ 平成 28 年の県の主な生活習慣病の年代別医療費構成比をみると、40～50 歳代は

腎不全が多く、60～74 歳は悪性新生物が多くなっています。 

○ 糖尿病は、全ての年代で３番目に多くなっています。 

 

８ 特定健康診査・特定保健指導 

（１）  特定健康診査 

○ 県の特定健康診査の実施率は、年々増加しており、平成 27 年は平成 20 年に

比べて 12.7％増加しています。 

   ○ 県の特定健康診査の結果のメタボリックシンドローム該当者数は、男性は年々増

加しています。女性は、男性に比べて伸び率は緩やかですが、増加しています。 

（出典：神奈川県国民健康保険団体連合会国保データベース（KDB）システム,平成 28 年 5 月） 
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（２）  特定保健指導  

○ 県の特定保健指導実施率は、平成 27 年は平成 20 年に比べ 7.6 ポイント増加

しています。 
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